


１．事業概要

１．目的

木質バイオマストレーサビリティシステムの試作・実証

けん引式チッパーによる山土場での林地残材チップ化

２．期間

2025年10月 ～ 2028年3月（3ヵ年）

３．最終目標

①トレーサビリティシステムのプロトタイプ開発、データ取得、効果検証

②移動式チッパーによる林地残材収集効率化の実証、検証

（コスト 及び GHG排出量による評価）

４．将来目標

トレーサビリティシステム活用によるチップ品質向上、燃料化事業拡大





２．初期構想案 要件定義

【進捗・成果】システムの初期構想案/システム要件の整理し、システム会社送付
用の要件定義書として取りまとめを対応中。また、送付先の候補会社についても調
査・検討中。
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①-2 安定的・効率的な製造・輸送等のためにトレースすべきデータの特定

①-3 データトレース方法の検討とトレーサビリティシステム要件定義

①-1 トレーサビリティシステムの初期構想案作成（パターン出し）

(A)システムイメージ作成

(B)開発目標パターン分け

トレーサビリティシステムの初期構想案(全体像)を作成
※要件定義を通じて改訂されていくことを想定

構想案をもとに最終ゴール（最大・中間・最小）パターン分け

(C)国内外事例調査(ﾃﾞｰﾀ)

(D)ニーズ調査

当該領域でのデータトレース状況について国内外事例調査
FIT/FIP等にバイオマスを想定した場合の調査（制度に合わせたGHG
排出量計算、認証方法、トレースが必要なデータの整理等）

どのようなデータがあると望ましいかヒアリング

(E)国内外事例調査(ｼｽﾃﾑ)

(F)システム要件定義

木質ﾊﾞｲｵﾏｽを対象としたﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑの国内外事例調査
※紐づいて国内開発ベンダーの抽出

上記を踏まえたシステム要件定義



３．初期構想案 入力データ
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トレーサビリティシステム初期構想案

トレーサビリティシステムに入力すべきデータ

◼ トレーサビリティシステムの初期
構想案として、取得するべきデー
タやシステム機能について整理

◼ 木質バイオマス燃料製造工程にお
いて、証明書やトレース情報等の
データを登録・管理するシステム
を開発予定

◼ 木質バイオマス供給に関わるサプ
ライチェーンの各段階でシステム
上に入力すべきデータを整理

【進捗・成果】事例調査やニーズ調査をインプットに、トレーサビリティシステム
の初期構想案や、トレーサビリティシステムに入力すべきデータについて整理。



４．初期構想案 データと機能

トレースするべきデータと開発目標

トレーサビリティシステムに求められる機能と開発目標

◼ トレースするべきデータとして以下を整理
➢ a:証明書・届出の情報
➢ b:原料・燃料に関する情報
➢ c:品質
➢ d:在庫量
➢ e:コスト
➢ f:GHG排出量

◼ また、開発目標のパターンについても整理

◼ トレーサビリティシステムに求められる機
能として以下を整理
➢ Ⅰ:証明書・届出発行管理機能
➢ Ⅱ:データ登録・管理機能
➢ Ⅲ:在庫管理機能
➢ Ⅳ:分析機能
➢ Ⅴ:運用支援機能
➢ Ⅵ:マスタ登録・管理機能

◼ また、開発目標のパターンについても整理

【進捗・成果】トレーサビリティシステム初期構想案について、最終ゴール（A：
最軽量、B：標準、C：高機能）のパターンを整理。



５．インプットとアウトプット

システムへのデータインプット/アウトプットイメージ

◼ 原料収集、貯木、製造、輸送の各工程において、システムへインプット・アウトプット
するデータや関連するシステム機能について整理
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【進捗・成果】原料収集、貯木、製造、輸送の各工程におけるシステムへインプッ
トするデータやアウトプットされるデータについてフロー形式で整理。



６．運用時の課題

トレーサビリティシステムの導入・運用に伴う課題

【進捗・成果】事例をもとにシステムの導入・運用時の課題と打ち手について整理。
【今後の課題】本PJでも同様課題が生じる可能性あり、対応方法を今後検討




